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奈

良

時

代

①

元

正

天

皇

の

養

老

行

幸

元

正

天

皇

の

時

代

に

、

養

老

に

源

亟

内

と

い

ふ

孝

子

が

ゐ

て

、

貧

し

い

中

に

も

父

に

酒

を

進

め

て

楽

し

ん

で

ゐ

た

。

孝

心

天

に

通

じ

て

か

、

瀧

の

水

が

酒

に

變

わ

つ

た

云

ふ

こ

と

が

天

皇

に

達

し

た

。

天

皇

は

大

變

感

心

遊

ば

し

て

こ

こ

に

行

幸

、

此

地

を

養

老

と

名

付

け

、

年

號

を

養

老

と

お

改

め

に

な

つ

た

。

此

処

に

あ

る

養

老

寺

は

、

源

亟

内

が

後

に

出

家

し

て

開

い

た

寺

だ

と

い

ふ

こ

と

で

あ

る

。

②

濃

飛

の

國

分

寺

聖

武

天

皇

は

、
佛

教

の

力

で

國

を

治

め

や

う

と

思

召

し

て

、

諸

國

に

國

分

寺

を

建

て

さ

せ

な

さ

つ

た

。

美

濃

の

國

分

寺

は

不

破

郡

の

青

墓

村

の

今

の

國

分

寺

の

南

に

あ

つ

た

。

今

そ

こ

に

数

個

の

礎

石

が

残

つ

て

ゐ

る

。

③

行

基

と

美

濃

行

基

は

布

教

の

か

た

は

ら

公

益

を

廣

め

て

,

美

濃

國

に

も

来

た

。

此

の

近

く

で

関

係

の

あ

る

と

こ

ろ

は

長

良

の

護

国

寺

、

芥

見

の

願

成

寺

、

島

の

阿

願

寺

、

鏡

島

の

乙

津

寺

等

で

あ

る

。

就

中

乙

津

寺

が

有

名

で

あ

る

。

④

日

野

の

金

王

丸

聖

武

天

皇

は

、

佛

徳

に

よ

つ

て

國

を

治

め

ん

と

思

召

し

、

奈

良

の

大

佛

造

營

に

當

つ

て

、

行

基

に

命

じ

て

諸

國

の

有

名

な

造

佛

師

を

探

さ

せ

な

さ

つ

た

。

行

基

は

日

野

に

金

王

丸

の

あ

る

こ

と
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を

知

っ

て

、

天

皇

に

申

し

上

げ

た

｡

御

召

に

よ

り

、

都

に

上

っ

た

金

王

丸

は

、

苦

心

の

末

目

出

た

く

大

任

を

果

し

た

。

帰

國

の

時

天

皇

か

ら

賜

つ

た

佛

鉢

は

、

国

宝

と

な

つ

て

今

も

長

良

の

雄

総

寺

に

保

存

さ

れ

て

ゐ

る

。

⑤

岩

瀧

の

毘

沙

門

天

（

国

宝

）

岩

瀧

の

編

笠

山

の

毘

沙

門

天

は

天

平

十

年

に

行

基

菩

薩

が

お

作

り

に

な

つ

た

も

の

だ

と

傳

え

ら

て

ゐ

る

。

聖

武

天

皇

の

命

に

よ

り

毘

沙

門

天

を

関

東

に

お

祀

り

し

よ

う

と

し

た

従

者

は

、

途

中

岩

瀧

の

豪

族

の

家

で

一

泊

し

た

。

翌

朝

此

の

毘

沙

門

天

を

背

負

は

う

と

し

た

と

こ

ろ

が

、

今

ま

で

軽

か

つ

た

の

が

、

急

に

重

く

な

つ

て

、

ど

う

し

て

も

背

負

え

な

か

つ

た

。

之

は

此

処

に

安

置

せ

よ

と

の

佛

の

思

召

し

に

相

違

な

い

、

と

云

ふ

の

で

,

此

所

に

お

堂

を

建

て

て

お

祀

り

し

た

と

云

ふ

こ

と

で

あ

る

。

平

安

時

代

①

飛

騨

の

匠

大

化

の

新

政

の

時

、

山

國

で

あ

る

飛

騨

の

為

に

庸

調

を

お

許

し

に

な

り

、

巧

な

大

工

を

都

に

上

ら

せ

て

仕

事

を

さ

せ

な

さ

つ

た

。

是

等

の

者

を

飛

騨

の

匠

と

云

つ

て

、

奈

良

京

、

平

安

京

の

御

造

營

に

も

奉

仕

し

た

。

中

に

は

,

そ

の

技

術

が

優

れ

、

檜

前

杉

光

の

如

く

五

位

の

位

を

賜

つ

た

者

や

、

當

時

第

一

の

書

家

と

云

は

れ

た

百
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済

河

成

と

技

く

ら

べ

を

し

た

者

も

あ

る

。

②

伊

福

部

と

殷

冨

門

平

安

遷

都

の

命

が

下

る

と

、

諸

國

の

豪

族

は

競

つ

て

御

造

營

に

奉

仕

し

た

。

此

の

時

、

伊

吹

山

の

東

に

ゐ

た

豪

族

の

伊

福

氏

は

、

平

安

京

の

一

門

を

作

る

こ

と

を

許

さ

れ

、

立

派

に

出

来

上

る

と

、

畏

く

も

伊

福

門

と

命

名

遊

ば

さ

れ

た

が

、

後

、

殷

冨

門

と

文

字

を

お

改

め

に

な

つ

た

。

③

最

澄

と

美

濃

最

澄

は

諸

國

を

巡

り

巡

つ

て

、

美

濃

と

信

濃

の

境

の

信

濃

坂

に

さ

し

か

か

つ

た

。

此

の

坂

は

険

し

い

上

に

百

曲

り

も

曲

が

あ

つ

て

。

一

日

の

行

程

は

そ

の

半

に

す

ぎ

な

い

。

そ

の

上

泊

る

家

が

な

く

て

、

旅

人

は

大

變

困

難

を

し

て

ゐ

た

。

最

澄

は

、

坂

の

両

側

に

寺

と

旅

舎

と

を

兼

ね

た

堂

を

建

て

て

,

旅

人

の

便

利

を

計

つ

た

。

又

伊

吹

山

に

は

唐

か

ら

持

帰

っ

た

薬

草

を

植

ゑ

た

。

美

濃

の

平

野

に

は

最

澄

に

関

係

の

あ

る

処

が

多

く

、

谷

汲

山

を

始

め

天

臺

宗

の

寺

が

澤

山

建

て

ら

れ

た

。

那

加

村

の

寺

も

初

め

は

多

く

が

天

臺

宗

で

あ

つ

た

。

④

空

海

と

美

濃

空

海

も

美

濃

國

に

き

て

、

種

々

世

の

為

に

畫

し

た

が

、

そ

の

中

近

く

で

有

名

な

も

の

は

、

須

衛

（

各

務

村

）

の

人

達

に

製

陶

法

を

教

へ

た

と

と

、

先

に

行

基

が

勅

命

を

受

け

て

開

い

た

鏡

島

の

乙

津

寺

を

大

き

く

改

築

し

た

こ

と

で

あ

る

。

其

の

頃

鏡

島

は

海

中

の

一

小

島

で

あ

つ

た

が

、

大

師

が

佛

に

念

じ

て

鏡

を

海

中

に

投

げ

る

と

、

忽

ち

潮

が

引

い

て

陸

地

に

な

つ

た

の

で

鏡

島

と

云

ふ

様

に

な

つ

た

と

云

ふ

こ

と

で

あ

る

。

⑤

菅

原

兼

茂

菅

原

道

真

が

吸

収

に

遷

さ

れ

た

時

、

其

の

子

共

達

も

方

々

に

流
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さ

れ

た

。
三

男

の

兼

茂

は

飛

騨

権

掾

に

遷

さ

れ

て

高

山

に

ゐ

た

が

、

父

の

死

を

聞

い

て

、

悲

し

ん

で

祀

つ

た

の

が

、

高

山

市

に

あ

る

天

満

森

で

あ

る

。

菅

公

を

祀

つ

た

天

満

神

社

は

，

日

本

全

國

所

々

に

多

い

。

加

納

の

縣

社

天

満

神

社

は

、

斉

藤

利

永

が

加

納

城

を

築

い

た

時

祀

つ

た

の

で

あ

る

。

⑥

那

珂

郷

と

手

力

雄

神

社

醍

醐

天

皇

は

藤

原

時

平

に

命

じ

て

延

喜

式

を

編

纂

さ

せ

な

さ

つ

た

が

、

そ

の

中

に

美

濃

の

神

社

が

三

十

九

社

の

つ

て

ゐ

る

。

此

の

頃

別

に

神

名

帳

を

作

ら

せ

な

さ

つ

た

が

、

其

の

中

に

手

力

雄

神

社

を

記

し

て

、

各

牟

郡

従

五

位

下

眞

幣

明

神

と

あ

る

。

又

、

次

の

朱

雀

天

皇

の

御

代

に

、

源

順

の

著

し

た

和

名

類

従

抄

と

云

ふ

本

に

は

、

那

珂

郷

と

云

つ

て

，

主

帳

と

云

ふ

役

人

を

一

人

お

い

て

治

め

た

と

も

書

い

て

あ

る

。

⑦

美

濃

源

氏

京

都

で

は

藤

原

氏

だ

け

が

栄

え

て

、

他

姓

の

も

の

は

重

く

用

ひ

ら

れ

な

か

つ

た

か

ら

、

そ

れ

ら

の

人

々

は

國

司

と

な

つ

て

地

方

に

下

り

、

國

を

占

領

し

て

勢

を

得

る

様

に

な

つ

た

。

清

和

天

皇

の

皇

孫

経

基

も

、

源

の

姓

を

賜

り

、

美

濃

守

に

任

せ

ら

れ

て

此

國

に

下

つ

た

。

其

の

子

孫

は

代

々

美

濃

の

國

に

栄

へ

て

美

濃

源

氏

と

云

つ

た

。

そ

の

一

族

中

に

は

、

多

治

見

國

長

、

土

岐

頼

兼

等

忠

義

な

武

士

も

少

な

く

な

い

。

⑧

土

岐

氏

土

岐

氏

は

源

頼

光

六

代

の

孫

光

衛

を

祖

と

す

る

。

光

衛

は

建

久

～

文

治

の

頃

源

頼

朝

に

仕

へ

、

其

の

子

光

行

は

、

承

久

の

變

に

官

軍

に

加

は

つ

て

、

鵜

沼

の

池

瀬

の

渡

を

守

つ

た

。

其

の

孫

の

頼

貞

は

土

岐

に

住

ん

で

土

岐

氏

を

称

し

、

尊

氏

の

部

下

と

な

つ

て

功

を
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立

て

た

の

で

、

初

代

の

美

濃

守

護

と

な

つ

た

。

そ

れ

か

ら

代

々

守

護

職

を

務

め

、

十

一

代

頼

藝

の

時

に

な

つ

て

，

勢

が

衰

へ

、

斉

藤

道

三

に

攻

め

ら

れ

て

山

縣

郡

の

大

桑

に

退

く

ま

で

、

二

百

年

余

り

足

利

幕

府

の

重

臣

で

あ

る

と

と

も

に

、
美

濃

勢

の

中

心

で

あ

つ

た

。

後

天

文

二

十

一

年

に

、

再

び

斎

藤

道

三

に

居

城

大

桑

城

を

攻

め

ら

れ

て

，

一

族

と

共

に

甲

斐

の

武

田

信

玄

の

所

へ

逃

げ

、

茲

に

美

濃

の

土

岐

氏

は

全

く

滅

び

て

し

ま

つ

た

。

⑨

崇

徳

天

皇

と

金

比

羅

神

社

保

元

の

亂

に

、

畏

く

も

崇

徳

上

皇

は

讃

岐

に

移

さ

れ

給

う

た

。

崩

御

の

後

讃

岐

の

人

達

は

、

大

國

主

尊

を

お

祀

り

し

た

金

比

羅

神

社

に

相

殿

を

設

け

て

、

上

皇

の

御

霊

を

お

祀

り

し

た

。
西

市

場

の

無

格

社

金

比

羅

神

社

に

も

上

皇

を

合

祀

し

て

あ

る

。

⑩

青

墓

と

源

氏

の

人

々

平

治

の

亂

に

破

れ

た

源

義

朝

は

、

義

平

・

朝

長

の

二

子

の

外

、
数

名

の

重

臣

と

共

に

、
不

破

郡

青

墓

村

の

長

者

大

炊
（

父

為

義

の

妻

の

姉

）

を

訪

ね

、

此

処

で

、

義

平

に

は

飛

騨

で

、

朝

長

に

は

信

州

で

挙

兵

を

命

じ

た

が

、

朝

長

は

京

都

で

受

け

た

傷

が

重

く

な

り

、

再

び

立

つ

こ

と

が

出

来

な

く

な

つ

た

の

で

、

父

に

首

を

は

ね

て

も

ら

つ

た

。

義

朝

は

迫

る

追

手

を

虞

れ

、

終

わ

り

の

野

間

に

ゐ

る

舊

臣

長

田

忠

致

に

た

よ

つ

た

が

、

忠

致

政

は

、

平

氏

に

こ

び

て

之

を

斬

っ

た

。

主

人

を

斬

つ

た

忠

致

は

、

其

の

後

頼

朝

に

磔

に

さ

れ

た

。

義

平

は

早

速

飛

騨

に

入

り

兵

を

集

め

た

が

、

義

朝

の

死

を

知

つ

た

の

で

兵

は

次

第

に

少

な

く

な

つ

て

、

又

元

の

一

人

に

な

つ

て

し

ま

つ

た

。
義

平

は
「

犬

死

に

せ

ん

よ

り

は

清

盛

父

子

の

一

人

で

も

」
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と

京

都

に

上

つ

た

が

、

捕

ら

え

ら

れ

て

殺

さ

れ

目

的

を

果

す

こ

と

が

出

来

な

か

つ

た

。

父

の

後

を

追

つ

て

来

た

頼

朝

は

，

途

中

道

に

迷

ひ

長

良

の

鵜

匠

に

助

け

ら

れ

て

青

墓

に

着

い

た

が

、

間

も

な

く

平

宗

清

に

と

ら

へ

ら

れ

、

後

伊

豆

に

流

さ

れ

た

。

鎌

倉

時

代

①

源

頼

政

以

仁

王

の

令

旨

を

戴

い

て

、

眞

先

に

平

氏

討

伐

の

兵

を

挙

げ

た

頼

政

は

、

其

の

時

機

が

未

だ

早

す

ぎ

た

た

め

に

、

孤

立

無

縁

と

な

り

、

克

く

戦

つ

た

が

衆

寡

敵

せ

ず

、

宇

治

の

平

等

院

に

退

い

て

自

殺

し

た

。

家

来

が

其

の

首

を

関

東

の

舊

地

に

葬

ら

う

と

し

て

下

る

途

中

、

山

縣

郡

の

千

疋

村

植

野

に

、

源

氏

の

一

族

尼

に

な

つ

て

ゐ

る

の

を

訪

ね

た

。
時

に

頼

政

の

霊

が
「

此

の

地

に

葬

つ

て

ほ

し

い

」

と

尼

の

夢

に

現

れ

た

の

で

、

此

の

村

の

蓮

華

寺

に

葬

つ

た

と

傳

へ

ら

れ

る

。

②

源

平

墨

俣

川

の

戦

平

清

盛

の

薨

じ

た

翌

年

養

和

元

年

三

月

に

、

平

重

衡

・

維

衡

は

美

濃

源

氏

を

討

た

う

と

し

て

千

余

騎

を

率

ゐ

て

墨

俣

に

陣

取

と

つ

た

。

源

義

朝

の

弟

行

家

は

、

千

余

騎

率

い

長

良

川

を

挟

ん

で

之

に

對

陣

し

た

。

頼

朝

は

弟

義

圓

に

千

余

騎

を

與

へ

て

行

家

を

助

け

さ

せ

た

が

、

義

圓

は

先

陣

の

功

名

を

立

て

よ

う

と

一

人

川

を
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渡

つ

て

奮

戦

し

た

が

遂

に

斬

ら

れ

、

部

下

も

多

く

戦

死

し

て

し

ま

つ

た

。
（

墨

俣

に

義

圓

の

墓

が

あ

る

）

行

家

も

次

い

で

破

ら

れ

、

東

小

熊

に

退

い

て

陣

ど

つ

た

が

、

此

処

も

遂

に

支

へ

き

れ

な

く

な

り

、

折

津

、

熱

田

、

矢

作

川

へ

と

退

陣

し

た

。

此

処

で

行

家

は

、

「

東

軍

大

挙

す

」

と

老

兵

を

百

姓

姿

に

か

へ

て

宣

傳

さ

せ

た

。

之

を

聞

い

た

平

氏

は

、

驚

き

恐

れ

て

退

却

し

は

じ

め

た

の

で

、

行

家

は

追

撃

し

て

功

を

た

て

た

。

し

か

し

の

ち

に

、

義

経

と

結

ん

だ

た

め

に

頼

朝

に

と

ら

へ

ら

れ

て

斬

ら

れ

、

其

の

末

路

は

哀

れ

で

あ

つ

た

。

③

承

久

木

曽

川

の

合

戦

承

久

三

年

四

月

、

後

鳥

羽

上

皇

か

ら

北

条

義

時

討

伐

の

命

が

下

つ

た

。

其

の

知

ら

せ

が

鎌

倉

に

傳

は

る

と

、

義

時

は

泰

時

を

総

大

将

と

し

て

、

東

海

・

北

陸

・

東

山

の

三

道

か

ら

大

軍

を

京

都

に

向

か

は

せ

た

官

軍

は

木

曽

川

に

沿

つ

て

一

帯

に

陣

取

つ

た

が

、

雲

霞

の

よ

う

な

賊

軍

に

破

れ

て

京

都

に

引

き

上

げ

た

。

此

の

時

美

濃

源

氏

の

一

族

は

官

軍

に

應

じ

て

奮

戦

し

た

。

④

泰

時

の

民

政

北

条

泰

時

は

、

暴

虐

な

父

の

命

で

承

久

の

變

に

は

官

軍

に

向

か

つ

た

が

、

元

来

公

平

無

私

の

あ

は

れ

み

深

い

人

で

、

執

権

に

な

つ

て

か

ら

大

い

に

民

政

に

つ

と

め

、

貞

永

年

間

の

飢

饉

に

は

、

西

濃

地

方

千

余

町

歩

の

税

を

許

し

、

又

美

濃

の

赤

坂

に

役

人

を

お

い

て

、

親

類

を

尋

ね

て

流

浪

す

る

者

に

旅

費

を

與

え

、

行

先

の

な

い

者

を

止

ま

ら

せ

て

百

姓

を

助

け

さ

せ

た

。

⑤

元

寇

濃

飛

人

の

祈

願

元

寇

の

國

難

に

は

、

後

宇

多

天

皇

の

南

宮

神

社

へ

の

勅

願

が

あ

り

、

美

濃

の

人

は

此

の

神

社

に

、

飛

騨

の

人

は

水

無

神
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社

に

梵

鐘

を

奉

納

し

て

、

敵

國

降

伏

の

祈

願

を

し

た

。

⑥

美

濃

の

刀

工

尚

武

の

鎌

倉

時

代

に

は

、

京

都

に

粟

田

口

吉

光

、

鎌

倉

に

岡

崎

正

宗

と

い

ふ

名

高

い

刀

工

が

出

た

。

正

宗

の

門

人

十

哲

の

中

、

大

和

の

國

人

兼

氏

は

、

山

の

麓

に

、

越

前

の

人

金

重

は

関

に

住

ん

で

、

名

刀

を

打

つ

た

か

た

は

ら

門

人

を

養

つ

た

。

金

重

の

流

れ

を

汲

ん

だ

名

刀

工

は

多

い

が

、

そ

の

中

の

兼

元

を

俗

に

関

の

孫

六

と

云

つ

た

。

最

近

有

名

に

な

つ

て

来

た

関

の

刃

物

の

起

源

は

此

処

に

あ

る

。

⑦

加

藤

景

延

と

美

濃

焼

瀬

戸

焼

を

創

め

た

加

藤

景

正

の

子

孫

の

景

延

は

、

父

の

代

か

ら

土

岐

郡

泉

村

に

住

ん

で

ゐ

た

。

彼

は

製

陶

法

の

改

良

を

志

し

、

苦

心

の

末

大

成

し

て

、

後

世

に

傳

は

る

美

濃

焼

の

基

を

開

い

た

。

正

親

町

天

皇

、

後

陽

成

天

皇

は

、

景

延

の

作

品

を

御

覧

に

な

つ

て

賞

を

賜

は

り

、

大

正

天

皇

は

景

延

に

従

五

位

を

賜

つ

た

。

⑧

願

成

寺

の

仁

王

芥

見

村

願

成

寺

の

山

門

の

仁

王

像

は

、

鎌

倉

時

代

の

有

名

な

彫

刻

師

、

運

慶

の

作

品

で

あ

る

と

傳

へ

ら

れ

て

ゐ

る

。

建

武

中

興

時

代

①

正

中

の

變

と

美

濃

源

氏

元

弘

の

亂

の

数

年

前

に

正

中

の

變

と

い

う

の

が

あ
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る

。

後

醍

醐

天

皇

の

、

北

条

氏

討

伐

の

大

御

心

を

奉

じ

た

日

野

資

朝

及

俊

基

は

、

諸

國

を

巡

つ

て

勤

王

の

軍

を

求

め

た

。

美

濃

か

ら

は

美

濃

源

氏

の

一

族

、

多

治

見

國

長

、

土

岐

頼

兼

、

船

木

頼

春

等

が

お

召

に

應

じ

て

京

都

に

上

つ

た

。

初

め

頼

兼

は

四

條

の

邸

に

、

國

長

は

高

倉

の

邸

に

隠

れ

て

機

會

の

来

る

の

を

待

つ

て

ゐ

た

が

、

頼

春

の

妻

は

此

の

事

の

中

々

難

し

い

の

を

思

つ

て

、

ひ

そ

か

に

事

の

次

第

を

六

波

羅

探

題

に

密

告

し

た

の

で

、

驚

い

た

六

波

羅

探

題

勢

は

、

正

中

元

年

九

月

十

九

日

の

夜

明

に

急

に

二

人

の

館

に

押

し

寄

せ

た

。

頼

兼

は

其

の

時

髪

の

手

入

れ

を

し

て

ゐ

た

が

、

賊

将

山

本

時

綱

が

今

近

く

に

迫

つ

た

の

で

、

之

と

戦

つ

た

。

家

来

の

者

は

既

に

盡

く

討

た

れ

て

、

誰

一

人

救

ひ

に

来

る

者

が

無

く

、

多

く

の

敵

兵

に

囲

ま

れ

て

し

ま

つ

た

の

で

、

遂

に

其

の

中

で

切

腹

し

て

果

て

た

。

國

長

は

時

な

ら

ぬ

人

馬

の

騒

ぎ

に

、
謀

の

現

は

れ

た

の

を

知

り

、

家

臣

の

小

笠

原

通

弘

は

、

門

楼

に

上

り

敵

兵

を

二

十

四

人

射

殺

し

た

上

自

害

し

た

。

國

長

は

兵

二

十

余

人

と

共

に

奮

戦

四

時

間

余

り

に

し

て

敵

兵

二

百

余

人

を

傷

け

た

が

、

佐

々

木

時

信

が

新

手

を

率

い

て

来

る

の

に

會

っ

て

、

衆

寡

敵

せ

ず

部

下

の

者

と

刺

し

ち

が

え

て

死

ん

だ

。
明

治

三

十

八

年

、
此

の

二

忠

臣

に

正

四

位

を

賜

っ

た

。

②

根

尾

の

新

田

氏

此

の

頃

本

巣

郡

根

尾

村

の

宇

津

志

に

、

新

田

氏

の

一

族

堀

口

貞

満

が

ゐ

た

。

貞

満

は

義

貞

と

共

に

北

國

に

向

ひ

、

越

前

で

足

利

勢

と

奮

戦

し

た

が

、

延

元

二

年

二

月

、

金

崎

城

が

陥

つ

て

か

ら

は

根

尾

に

帰

り

、

時

に

は

谷

汲

産

に

陣

取

つ

て

美

濃

の

賊

軍

を

悩
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ま

し

た

。

又

、

延

元

四

年

、

越

前

で

破

れ

た

義

貞

の

弟

義

助

は

、

根

尾

光

義

の

根

尾

城

に

来

て

、

共

に

皇

軍

に

努

め

た

が

、

遂

に

賊

軍

土

岐

氏

に

攻

め

ら

れ

て

城

が

陥

つ

た

た

め

に

、

義

助

は

吉

野

に

走

り

、

光

義

は

出

家

し

て

根

尾

入

道

北

山

と

号

し

て

ゐ

た

。

有

名

な

根

尾

の

薄

墨

の

桜

は

根

尾

氏

の

墓

標

で

あ

る

と

。

③

顯

家

青

野

ヶ

原

の

戦

延

元

二

年

陸

奥

の

北

畠

顯

家

は

、

義

良

親

王

を

奉

じ

関

東

の

結

城

宗

廣

と

共

に

五

十

萬

の

大

軍

を

引

ゐ

て

西

上

し

、

三

年

正

月

に

美

濃

の

青

野

ヶ

原

に

着

い

て

い

た

。

此

の

時

根

尾

の

堀

口

貞

満

が

千

余

騎

を

率

ゐ

て

之

に

加

は

つ

た

の

で

、

官

軍

の

士

気

大

い

に

ふ

る

ひ

威

風

堂

々

工

と

二

向

か

は

う

と

し

た

時

、

長

森

城

（

細

畑

）

土

岐

頼

遠

を

初

め

美

濃

の

賊

軍

が

追

撃

し

た

の

で

、

大

い

に

之

を

破

つ

た

。

頼

遠

は

傷

を

負

つ

て

長

森

城

に

退

い

た

。

之

を

聞

い

た

尊

氏

は

大

い

に

驚

き

、

高

師

泰

に

大

軍

を

與

へ

て

顯

家

に

向

か

は

せ

た

。

両

軍

は

関

の

藤

川

に

對

陣

し

た

が

、

何

を

考

へ

た

か

顯

家

は

一

戦

も

交

へ

な

い

で

陣

を

拂

ひ

、

道

を

變

へ

て

伊

勢

か

ら

吉

野

へ

上

ら

う

と

し

た

。

し

か

し

摂

津

の

石

津

で

賊

軍

と

戦

つ

て

戦

死

し

た

。
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室

町

時

代

①

義

視

と

革

手

城

土

岐

成

頼

は

應

仁

の

亂

が

起

る

と

、

美

濃

勢

八

千

騎

を

率

ゐ

て

山

名

宗

全

に

味

方

し

て

、
其

の

一

大

勢

力

と

な

つ

て

戦

つ

た

。

前

後

十

一

年

の

大

亂

の

後

、

成

頼

は

義

視

､

義

植

父

子

を

革

手

城

に

伴

つ

て

来

て

大

い

に

優

遇

し

た

。

義

視

は

十

一

年

間

此

処

に

居

つ

た

。

そ

の

間

、

焼

野

原

と

な

つ

た

都

か

ら

、

此

の

地

に

来

る

公

卿

が

多

く

、

一

時

は

大

變

賑

や

か

で

あ

つ

た

。

②

前

の

斉

藤

氏

承

久

二

年

に

、

院

の

北

面

の

武

士

藤

原

景

頼

は

、

斉

藤

と

名

乗

つ

て

美

濃

の

國

司

代

理

に

任

せ

ら

れ

、

承

久

の

亂

に

は

官

軍

に

應

じ

て

、

鵜

沼

の

渡

を

守

つ

て

破

れ

た

が

、

其

の

子

孫

は

代

々

各

務

郡

に

居

住

し

て

ゐ

た

と

い

ふ

こ

と

で

あ

る

。

其

の

後

美

濃

の

守

土

岐

氏

の

勢

が

盛

ん

に

な

る

の

を

見

て

之

に

仕

へ

た

。

斉

藤

利

永

は

、

守

護

土

岐

持

益

の

執

権

に

な

つ

て

、

加

納

城

を

築

い

て

天

満

神

社

を

氏

神

と

と

し

て

祀

り

、

又

岩

戸

に

観

音

を

祀

り

な

ど

し

て

神

佛

を

尊

ん

だ

。

其

の

子

妙

椿

は

成

頼

の

應

仁

の

亂

に

出

陣

中

は

、

良

く

留

守

を

守

つ

て

益

々

勢

力

を

伸

し

た

。

他

方

当

時

世

が

亂

れ

て

朝

廷

の

御

窮

迫

も

甚

し

か

つ

た

の

で

、
銭

三

十

貫

を

奉

る

等

皇

事

に

つ

と

め

、

文

学

を

好

み

一

条

兼

良

等

の

学

者

と

交

わ

つ

た

。

主

家

土

岐

氏

の

菩

提

所

と

し

て

岐

阜

に

瑞

龍

寺

を

建

て

た

。
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斉

藤

氏

は

、

利

永

妙

椿

の

頃

は

主

家

土

岐

氏

に

勝

る

勢

力

で

あ

つ

た

が

、

妙

椿

、

利

親

と

相

続

い

て

利

良

に

至

た

つ

た

。

利

良

に

子

が

な

か

つ

た

の

で

、

土

岐

頼

藝

は

長

井

新

九

郎

に

斉

藤

を

継

が

し

た

。

依

っ

て

新

九

郎

は

斉

藤

利

政

と

姓

名

を

改

め

た

。

③

少

林

寺

（

禅

宗

）

新

加

納

の

少

林

寺

は

室

町

時

代

の

名

僧

礎

石

（

夢

窓

礎

石

（

國

師

）
）

に

よ

つ

て

建

て

ら

れ

､

元

羽

栗

郡

小

網

村

（

川

島

村

）

に

あ

つ

た

。

そ

の

後

後

土

御

門

天

皇

の

御

代

に

、

薄

田

司

膿

と

云

ふ

人

が

、

東

陽

和

尚

を

迎

へ

て

今

の

地

へ

移

し

た

。

織

田

信

長

が

稲

葉

城

を

攻

め

る

時

、

兵

火

に

焼

か

れ

て

荒

れ

果

て

て

ゐ

た

の

を

、

寛

永

年

間

に

、

此

の

地

に

封

せ

ら

れ

た

坪

内

玄

蕃

が

、

正

保

二

年

に

軆

道

和

尚

を

迎

へ

、

再

興

し

て

坪

内

家

累

代

の

菩

提

寺

と

し

た

。

尚

此

の

時

代

に

近

く

に

建

て

ら

れ

た

有

名

な

寺

は

、

禅

宗

で

は

鵜

沼

の

大

安

寺

、
岐

阜

の

瑞

龍

寺

及

び

大

宝

寺

、
長

良

の

崇

福

寺

、

市

橋

の

立

政

寺

、
日

蓮

宗

で

は

岐

阜

の

梶

川

町

の

常

在

寺

で

あ

る

。

④

一

条

兼

良

室

町

時

代

の

学

者

一

条

兼

良

は

、

京

都

の

亂

を

さ

け

て

奈

良

に

ゐ

た

が

、

文

明

五

年

に

長

子

を

訪

ね

て

鏡

島

の

長

寧

院

に

来

た

。

此

の

時

革

手

城

に

ゐ

た

斉

藤

妙

椿

に

優

遇

さ

れ

、

岐

阜

付

近

で

歌

を

詠

ん

で

、

程

な

く

奈

良

に

帰

つ

た

。

④

後

の

斉

藤

氏

土

岐

頼

藝

に

よ

つ

て

斉

藤

氏

を

継

い

だ

長

井

新

九

郎

も

、

北

面

の

武

士

で

山

城

の

國

松

波

基

宗

の

子

で

あ

つ

た

。

十

一

歳

の

時
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出

家

し

、

後

還

俗

し

て

松

波

庄

五

郎

と

名

乗

り

、

油

商

を

營

ん

で

ゐ

た

。

土

岐

氏

の

長

井

利

隆

の

弟

日

蓮

（

南

陽

坊

）

は

、

庄

五

郎

が

法

蓮

坊

時

代

の

友

人

で

あ

つ

た

の

で

、

そ

の

す

す

め

で

長

井

氏

に

仕

へ

た

が

、

利

隆

の

家

老

の

西

村

家

が

絶

へ

た

の

で

、

其

の

後

を

つ

い

で

西

村

勘

九

郎

と

名

を

改

め

た

｡

天

文

二

年

に

利

隆

が

没

し

た

の

で

同

家

を

継

い

で

長

井

新

九

郎

藤

原

規

秀

と

改

め

、

さ

ら

に

天

文

七

年

に

斉

藤

利

良

が

病

死

し

て

子

が

い

な

か

つ

た

の

で

後

を

継

い

で

名

を

利

政

と

改

め

た

。

か

や

う

何

回

か

氏

名

を

變

へ

た

斉

藤

利

政

は

、

入

道

し

て

道

三

と

号

し

、

稲

葉

山

の

湖

上

を

修

築

し

て

根

拠

地

と

し

、

天

文

十

一

年

に

は

、

大

桑

城

に

退

い

た

土

岐

氏

を

攻

め

て

終

わ

り

の

織

田

信

秀

の

所

へ

走

ら

せ

、

同

二

十

二

年

に

は

甲

斐

の

武

田

氏

へ

走

ら

せ

て

土

岐

氏

を

滅

ぼ

し

、

美

濃

の

中

心

部

を

全

く

占

領

し

て

し

ま

つ

た

。

旭

の

様

に

勢

い

を

得

た

道

三

は

、

其

の

末

路

も

早

く

、

養

子

の

義

龍

と

不

和

に

な

つ

て

、

弘

治

二

年

四

月

長

良

川

に

戦

つ

て

、

義

龍

の

部

下

の

た

め

に

首

を

取

ら

れ

た

。
義

龍

を

経

て

龍

興

と

な

り

、

永

蔵

十

年

八

月

、

稲

葉

山

城

は

織

田

信

長

に

陥

れ

ら

れ

、

龍

興

は

伊

勢

に

走

り

、

後

の

斉

藤

氏

も

僅

か

三

代

、

約

三

十

年

に

し

て

滅

び

た

。
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織

田

豊

臣

時

代

①

信

長

と

岐

阜

尾

張

の

守

護

織

田

氏

は

、

早

く

か

ら

京

都

に

上

つ

て

亂

れ

た

世

を

治

め

、

天

皇

の

大

御

心

を

安

ん

ず

る

た

め

に

美

濃

を

取

ら

う

と

考

へ

て

ゐ

た

。

信

長

の

父

信

秀

は

再

三

稲

葉

山

城

の

斉

藤

道

三

を

攻

め

た

が

勢

が

盛

ん

で

亡

す

こ

と

が

出

来

ず

、

そ

の

度

毎

に

大

敗

し

て

退

い

た

。

か

や

う

に

織

田

、

斉

藤

両

氏

は

絶

へ

ず

争

つ

て

ゐ

た

が

天

文

十

八

年

信

長

が

道

三

の

女

を

嫁

に

貰

つ

て

か

ら

、

道

三

が

義

龍

と

長

良

川

で

戦

つ

て

戦

死

し

た

弘

治

二

年

頃

ま

で

は

、

大

軆

両

氏

の

間

は

平

和

で

あ

つ

た

。

道

三

の

没

後

、

義

龍

と

織

田

氏

は

再

び

不

和

に

な

つ

た

が

、

義

龍

は

身

長

六

尺

余

の

大

男

で

、

そ

の

上

道

三

に

劣

ら

な

い

勇

者

で

あ

つ

た

か

ら

、

さ

す

が

の

信

長

も

容

易

に

攻

め

落

と

す

事

は

出

来

な

か

つ

た

。

永

禄

元

年

十

一

月

信

長

が

入

京

し

た

と

き

、
義

龍

は

暗

殺

し

や

う

と

し

て

失

敗

し

た

。

信

長

は

同

三

年

に

西

濃

地

方

を

攻

め

た

が

義

龍

に

敗

ら

れ

た

。

翌

四

年

に

西

濃

に

攻

め

入

っ

た

時

は

、

敵

将

義

龍

が

急

に

病

死

し

た

の

で

斉

藤

方

を

破

つ

て

墨

俣

ま

で

進

み

、

此

処

に

塞

を

設

け

る

こ

と

が

出

来

た

が

、

義

達

野

没

後

龍

興

が

家

を

継

い

で

、

信

長

方

の

織

田

信

益

を

本

巣

郡

の

軽

海

城

に

攻

め

た

。

信

長

は

之

を

助

け

た

が

、

城

は

陥

り

、

信

益

は

戦

死

し

た

の

で

自

ら

も

退

却

し

た

。

同

六

年

の

春

、

信

長

は

木

曽

川

を

渡

つ

て

、

本

村

加

納

付

近

を

荒
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ら

し

て

稲

葉

山

城

に

迫

ま

ら

う

と

し

た

が

、

龍

興

信

香

の

必

死

の

防

戦

に

破

れ

て

清

洲

に

退

い

た

。

此

の

夏

に

も

信

長

は

美

濃

を

侵

し

た

が

失

敗

し

た

。

信

長

は

幾

度

か

西

濃

方

面

か

ら

稲

葉

山

城

を

陥

れ

よ

う

と

し

た

が

、

常

に

失

敗

し

た

の

で

、

今

後

は

東

濃

方

面

か

ら

攻

め

や

う

と

し

て

、

同

年

根

拠

地

を

清

洲

か

ら

小

牧

山

に

移

し

、

後

二

年

の

間

に

犬

山

、

鵜

沼

、

猿

琢

、

堂

洞

、

関

と

破

竹

の

勢

で

或

い

は

降

し

、

或

い

は

攻

取

つ

た

が

、

そ

の

後

追

撃

さ

れ

て

退

廃

し

て

退

い

た

。

同

九

年

八

月

信

長

は

木

曽

川

を

は

さ

ん

で

、

境

川

べ

り

の

龍

興

に

對

し

て

ゐ

た

が

、

大

洪

水

に

遭

つ

た

の

で

退

却

し

た

。

信

長

の

方

針

は

亦

一

變

し

、

九

年

九

月

木

下

藤

吉

郎

に

命

じ

、

墨

俣

に

有

名

な

一

夜

城

を

築

か

せ

て

守

ら

せ

た

。

又

間

者

を

斉

藤

方

に

入

れ

て

、

諸

将

の

仲

を

悪

く

し

、

自

分

の

方

に

誘

ひ

入

れ

た

。

次

で

十

年

四

月

、

木

曽

川

を

渡

つ

て

各

務

野

に

亂

入

し

た

が

、

又

も

龍

興

に

妨

げ

ら

れ

て

退

い

た

。

然

し

東

西

両

濃

は

既

に

信

長

の

勢

力

下

に

あ

り

、

そ

の

上

斉

藤

方

の

三

人

衆

と

云

わ

れ

た

稲

葉

一

鉄

、

氏

家

ト

全

、

安

藤

守

就

を

始

め

、

多

く

の

部

将

が

信

長

に

従

つ

た

の

で

、

信

長

は

三

河

を

攻

め

る

と

宣

傳

し

て

お

い

て

、

十

年

八

月

一

日

に

急

に

町

屋

に

火

を

放

つ

て

攻

め

立

て

た

。

斉

藤

方

は

十

五

日

間

よ

く

防

い

だ

が

遂

に

城

は

陥

り

、

龍

興

は

木

曽

川

を

下

つ

て

一

先

づ

伊

勢

の

長

島

に

退

い

た

。

其

の

後

一

向

一

揆

と

共

に

信

長

に

刃

向

か

つ

た

が

思

ふ

様

に

な

ら

ず

、

又

越

前

の

朝

倉

氏

に

た

よ

つ

て

反

し

た

が

再

び

失

敗

し

、

天

正

元

年
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朝

倉

氏

滅

亡

の

時

、

近

江

の

刀

根

山

で

戦

死

し

、

此

処

に

斉

藤

氏

は

全

く

滅

び

た

。
信

長

は

金

色

瓜

紋

の

大

旗

を

秋

風

に

靡

か

せ

て

、

隊

伍

堂

々

と

入

場

し

た

。

そ

し

て

日

頃

尊

信

し

て

ゐ

た

澤

彦

和

尚

の

進

言

で

、

井

ノ

口

と

云

つ

て

ゐ

た

城

下

町

を

岐

阜

と

改

め

た

。

②

信

長

と

那

加

村

信

長

は

稲

葉

山

城

を

攻

め

る

に

当

た

つ

て

、

新

加

納

の

少

林

寺

、

西

市

場

の

法

圓

寺

に

火

を

放

つ

た

。

此

の

両

寺

は

当

時

七

堂

伽

藍

の

立

並

ぶ

大

寺

で

あ

つ

た

が

、

黒

煙

も

う

も

う

と

し

て

上

り

火

焔

は

天

を

焦

が

し

て

物

凄

く

、

一

夜

に

し

て

灰

と

成

り

果

て

た

。
信

長

は

更

に

手

力

雄

神

社

を

も

一

挙

に

焼

き

拂

は

う

と

し

た

。

放

火

に

向

つ

た

雑

兵

ど

も

が

神

社

を

取

囲

も

や

、

不

思

議

に

も

サ

ッ

と

風

が

吹

い

て

来

た

か

と

思

ふ

と

、

俄

に

朝

霧

が

た

ち

こ

め

て

目

は

く

ら

み

、

息

は

苦

し

く

な

り

、

手

足

に

自

由

を

失

つ

て

し

ま

つ

た

。

流

石

の

信

長

も

ど

う

す

る

こ

と

も

出

来

ず

、

神

の

御

威

力

を

か

し

こ

み

、

不

敬

の

罪

を

わ

び

た

。

す

る

と

不

思

議

や

霧

は

忽

ち

は

れ

て

軍

勢

其

の

元

気

は

元

の

様

に

盛

に

な

つ

た

。

以

後

信

長

は

厚

く

手

力

雄

神

社

を

敬

う

様

に

な

つ

た

と

云

う

こ

と

で

あ

る

。

信

長

は

其

の

後

も

ま

す

ま

す

此

の

神

社

を

尊

敬

し

、

何

と

か

し

て

誠

心

を

さ

さ

げ

よ

う

と

思

つ

た

。

或

時

各

務

野

に

立

つ

て

、

北

方

の

夕

暮

富

士

を

指

し

「

あ

れ

よ

り

西

は

手

力

雄

神

社

に

献

じ

、

東

は

赤

座

に

つ

か

は

す

」
と

云

つ

て

此

の

神

社

に

奉

納

し

た

土

地

が

、

今

日

の

村

有

地

各

務

野

で

あ

る

。

信

長

は

之

を

家

来

の

赤

座

七

郎

左

右

衛

門

政

景

に

管

理

さ

せ

た

が

、

其

の

後

西

市

場

外

七

ヶ

村

の

も

の

に

な

つ

た

の

で

、

八

ヶ

村

入

會

地

と

云

う

様

に

な

り

徳

川

時
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代

に

は

、

之

に

小

物

成

と

い

ふ

税

を

課

せ

ら

れ

て

ゐ

た

。

明

治

八

年

に

な

つ

て

、

八

ヶ

村

共

有

地

と

云

わ

れ

る

や

う

に

な

り

、

同

二

十

二

年

に

八

ヶ

村

が

合

併

し

て

那

加

村

と

な

つ

た

の

で

、

那

加

村

村

有

地

と

云

ふ

様

に

な

つ

た

。

廣

か

つ

た

村

有

地

各

務

野

も

、

或

は

聯

隊

や

高

等

農

林

等

の

敷

地

と

な

り

、

或

は

飛

行

場

や

野

球

場

と

な

り

、

又

一

部

は

村

民

に

分

配

さ

れ

て

残

り

少

な

く

な

つ

た

。

徳

川

時

代

①

岐

阜

城

の

陥

落

天

下

分

け

目

の

関

ヶ

原

大

合

戦

の

前

哨

戦

に

、

東

軍

の

岐

阜

城

攻

撃

が

あ

る

。

其

の

第

一

線

は

木

曽

川

で

、

東

西

両

軍

互

に

流

れ

を

挟

ん

で

戦

を

始

め

、

我

等

の

郷

土

那

加

村

に

も

戦

が

あ

つ

た

。

即

ち

西

軍

に

味

方

し

た

岐

阜

城

主

織

田

秀

信

は

木

曽

川

を

守

り

、

之

に

對

し

て

東

軍

の

池

田

輝

政

、

浅

野

幸

長

等

の

一

隊

は

八

月

二

十

二

日

の

夜

明

け

に

河

田

の

渡

を

渡

り

、

岐

阜

軍

と

激

戦

一

時

間

余

漸

く

之

を

破

り

、

そ

の

夜

は

新

加

納

、

芋

島

付

近

に

野

營

し

た

。

岐

阜

軍

が

敗

れ

て

退

く

と

、

次

い

で

友

軍

の

竹

鼻

城

も

陥

り

、

東

軍

は

四

方

か

ら

岐

阜

城

に

迫

つ

て

、

二

十

三

日

の

夜

明

前

か

ら

総

攻

撃

を

始

め

た

。
岐

阜

軍

は

よ

く

防

い

だ

が

衆

寡

敵

せ

ず

、
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正

午

に

至

つ

て

城

は

遂

に

落

ち

た

。

秀

信

は

其

の

夜

髪

を

剃

つ

て

出

家

し

、

後

高

野

山

に

送

ら

れ

、

二

十

二

歳

で

病

没

し

、

こ

こ

で

織

田

家

の

正

し

い

血

筋

は

絶

え

て

し

ま

つ

た

。

②

関

ヶ

原

大

合

戦

岐

阜

城

陥

落

後

、

東

軍

は

赤

坂

に

、

西

軍

は

大

垣

に

陣

取

つ

て

、

互

に

は

か

り

ご

と

を

巡

ら

し

て

ゐ

た

が

、

平

野

で

戦

ふ

事

の

得

意

な

家

康

は

、
何

と

か

し

て

関

ヶ

原

で

合

戦

し

よ

う

と

し

て

、

遂

に

西

軍

を

誘

い

出

し

、

慶

長

五

年

九

月

十

五

日

の

朝

八

時

頃

か

ら

天

下

分

け

目

の

大

合

戦

が

始

ま

つ

た

。

東

西

合

せ

て

約

二

十

萬

の

大

軍

は

、

火

花

を

散

ら

し

て

奮

戦

し

、

な

か

な

か

勝

負

が

つ

か

な

か

つ

た

。

此

の

時

、

松

尾

山

の

小

早

川

秀

秋

が

、

急

に

東

軍

に

味

方

し

て

、

西

軍

の

側

面

お

よ

び

背

面

を

攻

撃

し

た

の

で

、

西

軍

は

瞬

く

間

に

打

ち

破

れ

た

。

今

も

な

ほ

関

ヶ

原

に

は

、

多

く

の

将

兵

の

悲

壮

な

最

期

を

物

語

る

墓

石

が

此

処

彼

処

に

残

つ

て

ゐ

る

。

③

徳

川

時

代

の

那

加

村

織

田

信

長

の

入

場

後

は

、

赤

座

七

郎

左

右

衛

門

政

景

が

那

加

村

付

近

（

当

時

更

木

郷

と

云

つ

て

い

た

。
）

を

領

し

て

居

た

。

彼

は

本

能

寺

で

信

長

と

と

も

に

戦

死

し

、

世

継

の

太

左

右

衛

門

正

宣

は

、

関

ヶ

原

合

戦

に

西

軍

に

味

方

し

た

の

で

領

地

を

取

り

上

げ

ら

れ

た

。
其

の

後

家

康

の

大

阪

城

を

攻

め

た

冬

夏

の

両

陣

に

、

一

族

は

豊

臣

方

と

な

つ

て

戦

死

し

、

独

り

源

左

衛

門

政

信

が

生

き

残

つ

て

、

西

市

場

に

帰

っ

て

百

姓

に

な

つ

た

。

之

が

今

の

西

市

場

の

赤

座

一

統

の

祖

で

あ

る

。

徳

川

時

代

に

な

つ

て

、

西

市

場

、

桐

野

、

岩

地

、

山

後

は

徳

山

氏

、

長

塚

、

新

加

納

、

更

木

新

田

、

影

野

新

田

は

坪

内

氏

の

所

領

と

な

り

、

北

洞

は

幕

府

の

直

轄

地

と

な
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つ

て

笠

松

の

代

官

が

治

め

、

前

野

、

野

畑

は

尾

州

領

、

其

の

他

は

御

料

所

又

は

室

賀

氏

の

知

行

と

な

つ

た

。

後

略

此

の

状

態

は

明

治

維

新

ま

で

続

き

、

そ

の

間

各

領

各

村

毎

に

庄

屋

、

年

寄

、

百

姓

代

等

の

村

役

人

を

置

い

て

治

め

た

。

④

春

日

局

有

名

な

春

日

局

は

美

濃

の

人

で

、

稲

葉

正

成

の

妻

で

あ

つ

た

。

将

軍

家

光

の

幼

時

、

其

の

乳

母

と

な

つ

て

一

生

懸

命

に

家

光

を

教

育

し

た

。

家

光

が

後

に

立

派

な

人

物

と

な

つ

て

、

徳

川

幕

府

の

基

を

ま

す

ま

す

固

く

す

る

事

が

出

来

た

の

は

局

の

教

育

が

良

か

つ

た

か

ら

だ

と

さ

へ

云

わ

れ

て

ゐ

る

。

局

は

後

、

後

水

尾

天

皇

か

ら

天

盃

を

賜

り

、

二

位

に

叙

せ

ら

れ

た

。

春

日

局

の

名

も

此

の

時

天

皇

か

ら

賜

つ

た

も

の

で

あ

る

。

⑤

戸

田

氏

鉄

の

島

原

出

陣

大

垣

城

主

戸

田

氏

の

始

め

は

戸

田

氏

鉄

で

あ

る

。

氏

鉄

は

元

和

三

年

に

摂

津

の

尼

ヶ

崎

に

五

萬

石

を

食

ん

で

ゐ

た

が

、

大

阪

城

改

築

の

功

に

よ

つ

て

寛

永

十

二

年

大

垣

城

と

付

近

の

十

萬

石

を

頂

い

た

。

同

十

四

年

島

原

に

亂

が

起

る

と

幕

府

は

松

平

定

信

と

戸

田

氏

鉄

に

鎮

定

を

命

じ

た

。

氏

鉄

は

一

族

以

下

三

千

の

兵

を

引

き

聯

れ

、

定

信

と

力

を

合

わ

せ

て

平

定

し

た

。

家

光

は

そ

の

功

を

賞

し

正

宗

の

名

刀

を

與

へ

た

。

⑥

芭

蕉

の

美

濃

来

遊

有

名

な

俳

句

の

名

人

芭

蕉

は

、

諸

国

を

巡

つ

て

名

句

を

後

世

に

残

し

て

ゐ

る

。

美

濃

国

に

も

前

後

四

回

来

遊

し

て

名

句

を

詠

ん

だ

。

そ

の

間

に

来

つ

て

学

ぶ

人

も

多

く

、

各

務

支

考

の

如

き

門

人

も

出

た

。
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面

白

う

て

や

が

て

か

な

し

き

鵜

が

ひ

哉

城

あ

と

や

古

井

の

清

水

ま

づ

訪

は

む

⑦

各

務

支

考

山

県

郡

山

県

村

に

生

ま

れ

、

幼

時

父

を

な

く

し

た

の

で

同

村

の

大

智

寺

の

小

僧

に

な

つ

た

。

十

一

歳

の

秋

「

色

は

葉

に

出

て

散

り

ぬ

る

紅

葉

か

な

」

と

詠

ん

で

世

人

を

驚

か

し

た

。

後

還

俗

し

て

芭

蕉

の

門

人

と

な

り

、

芭

蕉

の

死

後

、

其

の

句

風

を

後

世

に

傳

へ

る

た

め

に

「

俳

諧

十

論

」

等

を

著

し

て

ゐ

る

。

歌

書

よ

り

も

軍

書

に

悲

し

吉

野

山

牛

叱

る

声

に

鴫

立

つ

夕

べ

か

な

⑧

林

述

齋

東

濃

岩

村

の

藩

主

松

平

乗

蘊

の

三

男

熊

蔵

は

、

幼

時

か

ら

学

を

好

み

十

七

八

歳

の

頃

は

、

も

う

和

漢

の

書

で

読

ま

な

い

も

の

は

な

い

程

で

あ

つ

た

。

偶

々

老

中

松

平

定

信

は

、

幕

府

の

学

政

を

改

革

せ

や

う

と

し

て

、

諸

國

に

人

材

を

求

め

て

、

熊

蔵

を

見

出

し

、

林

大

学

頭

の

跡

継

ぎ

と

し

た

。

林

家

を

継

い

だ

熊

蔵

は

、

林

述

齋

と

号

し

、

二

十

六

歳

で

大

学

頭

と

な

つ

た

。

以

後

凡

そ

四

十

年

間

、

学

政

は

勿

論

、

庶

政

に

も

力

を

つ

く

し

、

天

保

十

二

年

七

十

四

歳

で

没

し

、

大

正

四

年

従

四

位

を

賜

つ

た

。

⑨

佐

藤

一

齋

一

齋

は

岩

村

藩

の

家

老

の

家

に

生

ま

れ

、

幼

時

か

ら

文

武

に

励

み

、

十

九

才

で

藩

主

に

仕

へ

、

述

齋

と

と

も

に

勉

強

を

し

た

。

述
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齋

が

大

学

頭

と

な

つ

て

か

ら

は

儒

官

と

な

つ

て

述

齋

に

仕

へ

、

日

夜

共

に

学

ん

だ

が

、

常

に

指

定

の

禮

を

守

つ

た

。

一

齋

は

学

徳

高

く

其

教

へ

を

受

け

た

者

は

渡

辺

崋

山

、

佐

久

間

象

山

を

初

め

三

千

人

に

及

ん

だ

。

安

政

六

年

九

月

八

十

八

才

で

没

し

、

大

正

四

年

従

四

位

を

賜

つ

た

。

尚

著

書

に

言

志

録

が

あ

る

。

⑩

田

中

大

秀

大

秀

は

高

山

の

人

で

、

本

居

宣

長

及

び

そ

の

子

大

平

に

つ

い

て

國

学

を

研

究

し

た

。

帰

國

の

後

日

だ

の

神

社

を

研

究

し

て

、

荒

れ

て

ゐ

る

も

の

の

復

興

に

力

を

尽

く

し

、

又

福

井

に

継

軆

天

皇

の

碑

を

建

て

な

ど

し

て

尊

皇

王

敬

神

の

手

本

を

示

し

、

多

く

の

弟

子

を

教

育

し

た

。
そ

の

功

に

よ

つ

て

大

正

天

皇

か

ら

正

五

位

を

賜

つ

た

。

⑪

赤

穂

義

士

と

大

垣

藩

赤

穂

義

士

の

藩

主

浅

野

長

矩

の

母

と

大

垣

藩

主

戸

田

氏

定

の

母

は

、

共

に

志

摩

の

鳥

羽

城

主

内

藤

忠

政

の

女

で

、

従

兄

弟

の

間

柄

で

あ

つ

た

か

ら

、

赤

穂

の

義

士

の

仇

討

に

は

戸

田

家

で

色

々

援

助

さ

れ

た

と

云

ふ

。

⑫

薩

摩

義

士

西

濃

地

方

の

川

は

土

地

が

低

い

上

に

山

地

が

迫

つ

て

豪

雨

の

度

に

堤

防

が

破

れ

て

住

民

は

昔

か

ら

幾

十

度

と

な

く

洪

水

に

苦

し

め

ら

れ

て

来

た

。
幕

府

は

之

を

救

は

う

と

し

て

、
宝

暦

三

年

に

木

曽

、

長

良

、

揖

斐

、

即

ち

美

濃

三

大

川

の

下

流

の

治

水

工

事

を

九

州

薩

摩

の

島

津

氏

に

命

じ

た

。

藩

主

重

年

は

家

老

平

田

正

輔

を

総

奉

行

に

命

じ

て

此

の

工

事

を

始

め

た

が

、

治

水

の

経

験

の

少

な

い

薩

摩

藩

士

に

は

重

荷

で

あ

つ

た

。

其

上

時

々

洪

水

が

あ

つ

て

、

半

分

以

上

も

で

き

あ

が

つ

た

堤

防

が

一

夜

の

中

に

流

れ

て

し

ま

つ

た

こ

と

も

幾

度

か

あ

つ

た

。
千

辛

万

苦

の

末

、
同

五

年

工

事

は

終

つ

た

が

、
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平

田

奉

行

は

三

十

萬

両

と

い

ふ

大

予

算

の

九

倍

を

費

や

し

た

上

、

多

く

の

犠

牲

者

を

出

し

た

責

任

を

一

身

に

負

つ

て

自

害

し

た

。

海

津

郡

大

江

村

字

油

島

千

本

松

原

に

あ

る

治

水

神

社

に

は

、

奉

行

以

下

八

十

余

名

の

殉

死

者

が

祀

つ

て

あ

る

。

⑬

村

瀬

家

と

頼

山

陽

美

濃

町

の

儒

家

村

瀬

一

族

は

、

此

頃

学

問

を

好

ん

で

、

藤

城

秋

水

、

雪

峡

、

太

乙

等

有

名

な

文

人

書

家

を

出

し

て

ゐ

る

。

藤

城

は

頼

山

陽

の

門

人

で

殊

に

其

の

名

が

高

く

多

く

の

指

定

を

教

育

し

、

又

郷

土

開

発

の

た

め

に

力

を

尽

く

し

た

の

で

、

昭

和

三

年

従

五

位

を

賜

つ

た

。

山

陽

は

文

化

十

年

九

月

に

藤

城

を

訪

ね

美

濃

の

所

に

遊

ん

で

、

年

の

暮

近

く

大

垣

か

ら

舟

で

桑

名

へ

向

つ

た

。

⑭

大

垣

藩

兵

の

久

里

浜

防

備

嘉

永

六

年

ペ

リ

ー

が

浦

賀

に

来

た

と

き

の

浦

賀

奉

行

戸

田

氏

栄

は

、

大

垣

城

主

の

分

家

で

あ

つ

た

の

で

、

藩

は

奉

行

の

求

め

に

應

じ

て

兵

を

送

り

、

久

里

浜

の

警

備

に

当

ら

せ

た

。

尋

常

小

学

國

史

下

巻

九

十

五

頁

の

挿

絵

に

、

藩

の

九

曜

星

の

旗

が

立

つ

て

ゐ

る

の

が

見

え

る

。

⑮

帆

隆

上

人

高

農

の

裏

に

天

保

三

年

に

建

て

た

「

南

無

阿

弥

陀

佛

」

の

石

碑

が

あ

る

。

当

時

帆

隆

上

人

の

御

徳

は

美

濃

國

中

に

高

く

各

務

原

に

草

庵

建

て

て

説

教

を

し

て

ゐ

た

が

、

参

詣

者

が

日

に

日

に

多

く

な

つ

て

堂

に

入

り

き

れ

な

く

な

つ

た

と

云

ふ

こ

と

で

あ

る

。

偶

々

上

人

は

揖

斐

川

町

に

移

つ

た

。

善

男

善

女

が

上

人

の

徳

を

慕

ふ

の

余

り

建

て

た

の

が

此

の

碑

で

あ

る

。

其

の

傍

に

古

井

戸

が

あ

つ

て

一

つ

の

石

碑

が

建

つ

て

ゐ

る

。

之

に

つ

い

て

は

聞

い

た

だ

け

で

も

恐

し

く

又

可

哀

さ

う

な

「

い

ろ

は

屋

物

語

」

が

残

つ

て

ゐ

る

。

是

等
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の

碑

や

古

井

戸

は

高

農

の

地

内

に

あ

つ

た

が

、

学

舎

が

建

つ

時

此

所

に

移

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

⑯

梁

川

星

巌

と

紅

蘭

夫

人

星

巌

は

安

八

郡

曽

根

の

人

で

、

学

問

が

深

く

詩

が

巧

み

で

あ

つ

た

。

尊

皇

の

大

義

を

わ

き

ま

へ

、

頼

山

陽

、

藤

田

東

湖

、

吉

田

松

陰

等

と

交

り

、

京

都

に

居

て

大

い

に

力

を

尊

皇

の

事

に

尽

く

し

た

が

、

急

病

に

か

か

つ

て

安

政

の

大

獄

の

三

日

前

に

没

し

た

。

妻

は

紅

蘭

と

云

つ

て

、

勤

皇

の

志

が

厚

く

、

常

に

夫

を

助

け

其

の

死

後

は

良

く

家

を

守

つ

た

。
天

恩

枯

骨

に

達

し

、
明

治

天

皇

は

星

巌

に

正

四

位

を

、

大

正

天

皇

は

紅

蘭

に

従

五

位

を

賜

つ

た

。

⑰

和

宮

老

中

安

藤

信

正

は

、

幕

府

の

威

勢

を

も

り

返

し

て

内

外

の

國

事

を

解

決

す

る

に

は

朝

廷

の

尊

厳

を

か

り

た

て

ま

つ

る

よ

り

外

に

道

が

な

い

と

考

へ

、

将

軍

家

茂

の

為

に

孝

明

天

皇

の

御

妹

の

御

降

嫁

を

請

ひ

た

て

ま

つ

つ

た

。

天

皇

の

お

許

に

よ

り

和

宮

は

國

家

の

た

め

、

公

武

合

軆

の

必

要

を

感

じ

給

う

て

、

雄

々

し

い

御

決

心

を

遊

ば

さ

れ

御

東

下

に

な

つ

た

。

文

久

元

年

十

月

美

濃

の

赤

坂

に

御

一

泊

、

翌

日

本

巣

郡

鷺

田

村

呂

久

の

渡

を

お

渡

り

に

な

つ

た

。

船

中

か

ら

民

家

の

紅

葉

を

御

賞

覧

遊

ば

さ

れ

た

の

で

、

近

侍

の

者

が

差

上

げ

る

と

、

お

ち

て

行

く

身

を

知

り

な

が

ら

も

み

ぢ

葉

の

人

な

つ

か

し

く

こ

が

れ

ゆ

く

か

な

と

お

詠

み

に

な

つ

た

。

宮

は

駅

前

中

山

道

を

御

通

り

に

な

つ

て

、
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其

の

夜

は

可

児

郡

の

御

嵩

に

お

と

ま

り

に

な

つ

た

。

⑱

山

岡

鐵

太

郎

と

飛

騨

勝

安

芳

と

共

に

江

戸

を

兵

火

か

ら

救

つ

た

山

岡

鐵

太

郎

は

、

弘

化

二

年

七

月

十

歳

の

時

飛

騨

代

官

と

な

つ

た

父

に

従

つ

て

高

山

に

移

り

、

文

武

の

道

を

学

ん

だ

。

其

の

後

、

父

母

に

別

れ

て

江

戸

に

出

て

、

千

葉

周

作

に

剣

道

を

､

山

岡

静

山

に

槍

術

を

学

ん

で

ゐ

た

が

、

二

十

二

歳

の

時

静

山

が

急

死

し

て

子

が

な

か

つ

た

の

で

、

山

岡

家

の

養

子

と

な

つ

た

。

⑲

小

原

鉄

心

大

垣

藩

の

家

老

小

原

鉄

心

は

、

嘉

永

年

中

ペ

リ

ー

が

浦

賀

に

来

た

と

き

、

藩

兵

五

百

を

率

ゐ

て

戸

田

氏

栄

を

助

け

た

。

其

後

、

高

島

秋

帆

に

西

洋

式

の

兵

学

を

学

ん

で

、

大

垣

藩

の

兵

制

を

改

め

、

又

維

新

の

時

に

は

幕

府

の

命

で

京

都

を

守

り

、

長

州

兵

が

入

京

を

企

て

た

時

、

薩

摩

、

會

津

の

兵

と

共

に

鳥

羽

伏

見

で

戦

つ

た

。

其

後

一

時

職

を

退

い

て

い

た

が

大

垣

藩

は

順

逆

を

あ

や

ま

り

、

佐

幕

の

旗

を

立

て

て

錦

旗

に

向

は

う

と

し

た

の

で

、

鉄

心

は

驚

ひ

て

藩

主

と

藩

士

に

大

義

名

文

を

説

き

、

朝

廷

へ

の

忠

誠

を

誓

は

せ

、

東

征

総

督

江

戸

下

向

の

時

は

、

藩

兵

を

率

ゐ

て

東

山

軍

の

先

鋒

と

な

つ

て

功

を

た

て

た

。

大

政

奉

還

の

後

は

、

朝

政

に

あ

づ

か

り

、

明

治

二

十

二

年

、

正

五

位

男

爵

を

賜

つ

た

。

明

治

時

代



-郷土史 31 －

①

岐

阜

の

由

来

徳

川

時

代

の

末

頃

、

飛

騨

は

天

領

と

云

つ

て

、

幕

府

の

直

轄

地

で

郡

代

が

治

め

、

美

濃

の

各

地

の

天

領

は

、

笠

松

の

郡

代

が

治

め

て

ゐ

た

。

其

の

他

多

く

の

地

は

大

垣

藩

（

戸

田

氏

共

）

野

村

藩

（

戸

田

氏

良

）

加

納

藩

（

永

井

尚

服

）

岩

村

藩

（

松

平

乗

命

）

今

尾

藩

（

竹

腰

正

舊

）

苗

木

藩

（

遠

山

遠

禄

）

高

富

藩

（

本

庄

道

美

）

高

須

藩

（

松

平

義

勇

）

に

分

か

れ

て

ゐ

た

。

明

治

元

年

の

版

籍

奉

還

で

両

國

の

天

領

は

、

笠

松

裁

判

所

で

治

め

、

諸

藩

は

藩

主

が

藩

知

事

に

任

ぜ

ら

れ

て

治

め

た

。

明

治

四

年

の

廃

藩

置

県

で

天

領

は

高

山

、

笠

松

県

と

な

り

、

大

垣

、

郡

上

、

岩

村

、

加

納

、

今

尾

、

苗

木

、

野

村

、

高

富

八

県

と

な

り

、

外

に

名

古

屋

、

犬

山

、

岡

田

、

三

県

の

飛

地

が

あ

つ

た

。

六

年

に

岐

阜

の

西

別

院

に

県

庁

が

置

か

れ

た

。

明

治

四

年

十

一

月

飛

騨

は

信

州

の

一

部

と

し

て

併

せ

ら

れ

て

筑

摩

県

と

な

つ

た

が

、

九

年

に

信

州

全

軆

が

長

野

県

と

な

つ

た

時

再

び

岐

阜

県

に

併

合

さ

れ

て

今

に

至

つ

た

の

で

あ

る

。

②

那

加

村

の

由

来

平

安

時

代

に

は

、

那

珂

郷

、

足

利

時

代

に

は

弓

削

田

庄

更

木

郷

と

云

は

れ

て

ゐ

た

桐

野

、

西

市

場

、

岩

地

、

山

後

、

新

加

納

、

長

塚

、

前

野

、

北

洞

、

更

木

新

田

（

更

木

郷

の

新

田

と

い

う

意

味

で

此

の

村

は

な

か

つ

た

。
）

影

野

新

田

（

此

の

村

も

な

か

つ

た

。

此

の

字

は

今

は

飛

行

一

隊

の

敷

地

に

な

つ

て

し

ま

つ

た

。
）

の

八

ヶ

村

は

、

明

治

十

七

年

に

郡

區

町

村

制

に

よ

つ

て

定

め

ら

れ

た

聯

合

戸

長

役

場

を

西

市

場

の

徳

山

秀

富

宅

に

置

き

、

元

の

各

務

郡

飛

鳥

村

の

人

水

の

唯

七

が

官

選

戸

長

と

な

つ

て

治

め

た

。

二

十

二

年
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戸

長

役

場

は

前

野

濟

縁

寺

に

移

さ

れ

、

同

年

七

月

市

町

村

制

に

よ

つ

て

八

ヶ

村

が

合

併

し

て

那

加

村

と

な

つ

た

。

村

名

は

昔

の

那

珂

郷

に

因

ん

で

、

時

の

郡

長

阿

部

直

輔

が

命

名

し

た

。

役

場

は

三

十

年

十

一

月

今

の

小

学

校

の

運

動

場

の

西

端

に

建

て

ら

れ

た

が

、

講

堂

が

出

来

る

時

に

校

門

前

に

移

転

新

築

さ

れ

た

。

③

明

治

天

皇

の

行

幸

明

治

十

一

年

十

月

、

天

皇

は

北

陸

御

巡

幸

の

途

次

、

岐

阜

及

び

西

濃

各

地

を

数

日

に

亘

つ

て

御

巡

行

遊

ば

さ

れ

、

又

同

十

三

年

に

は

亘

っ

て

東

濃

各

地

を

御

巡

視

遊

ば

さ

れ

た

。

④

板

垣

退

助

の

遭

難

明

治

十

五

年

時

月

板

垣

退

助

は

、

今

の

岐

阜

市

丸

山

公

園

に

あ

つ

た

中

教

院

で

、
自

由

党

の

大

演

説

會

と

懇

親

會

を

や

り

、

終

わ

つ

て

玄

関

へ

出

る

と

､

愛

知

県

人

相

原

尚

聚

が

「

國

賊

！

」

と

叫

ん

で

短

刀

で

彼

の

胸

を

刺

し

た

。

有

名

な

「

板

垣

死

す

と

も

自

由

は

死

せ

ず

」

の

語

は

そ

の

刹

那

に

於

け

る

彼

の

叫

び

で

あ

つ

た

。

時

の

愛

知

県

病

院

長

後

藤

新

平

に

手

当

を

受

け

、

大

事

に

至

ら

ず

大

阪

に

向

つ

た

。

公

園

の

銅

像

と

記

念

碑

は

今

猶

当

時

を

思

は

せ

る

。

⑤

濃

尾

震

災

明

治

天

皇

が

萬

民

を

お

慈

し

み

に

な

つ

た

こ

と

は

数

限

り

な

い

が

、

濃

尾

震

災

の

時

、

濃

尾

の

人

民

を

御

恵

み

に

な

つ

た

事

は

亦

格

別

で

あ

る

。

明

治

二

十

四

年

十

月

二

十

八

日

の

未

明

に

襲

つ

た

濃

尾

の

大

震

災

が

天

聴

に

達

す

る

と

、

天

皇

は

直

ち

に

救

恤

金

三

千

圓

を

岐

阜

県

へ

賜

り

、
北

条

侍

従

長

に

視

察

を

命

じ

な

さ

つ

た

。

侍

従

長

の

復

命

奏

上

に

よ

る

と

被

害

が

大

き

か

つ

た

の

で

､

再

び

罹

災

者

を

あ

は

れ

み

な

さ

れ

た

。

更

に

一

萬

圓

を

賜

ふ

と

共

に

、
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総

理

大

臣

松

方

正

義

を

お

遣

わ

し

に

な

つ

た

。

又

一

方

御

良

局

長

に

は

御

材

料

の

特

別

拂

い

下

げ

を

政

府

に

は

救

済

に

て

ぬ

か

り

の

な

い

様

に

命

じ

給

う

た

。

皇

后

陛

下

に

は

赤

十

字

の

醫

師

や

看

護

婦

を

お

遣

わ

し

に

な

つ

た

上

、

ま

だ

御

安

心

給

は

ず

、

慈

恵

病

院

も

救

済

方

を

仰

せ

ら

れ

た

の

で

、

院

長

高

木

下

兼

寛

、

宮

内

大

臣

長

崎

省

吾

は

直

ち

に

来

県

、

救

済

に

当

た

つ

た

。

畏

く

も

両

陛

下

に

は

更

に

ご

心

配

に

成

り

、

小

松

宮

彰

仁

親

王

を

御

名

代

と

し

て

御

遣

わ

し

に

な

つ

た

。

親

王

は

大

御

心

を

貸

し

込

み

、

被

害

地

を

く

ま

な

く

巡

視

の

上

手

づ

か

ら

傷

病

者

に

御

見

舞

品

を

賜

つ

た

。

秋

も

追

々

と

過

ぎ

冬

に

向

ふ

と

、

陛

下

に

は

三

度

御

軫

念

遊

ば

さ

れ

、

東

園

侍

従

を

し

て

視

察

せ

し

め

な

さ

つ

た

。

皆

さ

ん

の

多

く

は

か

う

し

た

御

慈

み

を

蒙

つ

た

人

々

の

子

孫

で

あ

る

。

当

時

を

想

像

し

て

み

て

、

君

恩

の

萬

一

に

む

く

ゆ

る

覚

悟

を

も

た

ね

ば

な

ら

な

い

。

人

口

三

三

七

五

被

害

死

亡

者

厭

死

七

焼

死

一

計

八

負

傷

者

重

傷

三

軽

傷

二

家

屋

全

潰

二

六

○
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半

潰

四

二

六

計

六

八

六

其

他

建

物

全

潰

一

七

五

半

潰

一

三

九

計

三

一

四

戸

数

七

○

二

被

害

率

六

七

、

○

○

⑥

津

田

天

游

天

游

は

本

村

前

野

に

生

ま

れ

、

生

れ

つ

き

文

学

を

好

み

、

十

二

歳

の

頃

よ

り

桐

野

の

大

野

春

道

、

厚

見

の

三

宅

樅

臺

に

つ

い

て

漢

詩

漢

文

を

学

ん

だ

。

明

治

十

八

年

に

家

業

の

醫

学

の

勉

強

に

上

京

し

た

が

間

も

な

く

、
「

醫

と

な

つ

て

病

を

治

せ

ん

よ

り

は

、

道

を

講

じ

て

國

の

病

を

治

す

る

に

如

か

ず

」

と

志

を

變

へ

、

其

の

後

岐

阜

日

日

新

聞

社

に

入

つ

て

社

會

教

化

の

筆

を

執

つ

た

。

又

詩

が

上

手

で

､

当

時

（

大

正

）

の

美

濃

詩

人

の

第

一

人

者

と

讃

へ

ら

れ

て

ゐ

る

。

手

力

雄

社

蒼

々

老

樹

蔽

垂

義

例

見

端

陽

蹟

柳

儀

春

服

参

差

村

廟

下

一

齋

喝

采

彩

龍

馳

⑦

下

田

歌

子

歌

子

は

安

政

三

年

恵

那

郡

岩

村

藩

士

の

家

に

生

れ

、

小

さ

い

時

か

ら

学

を

好

み

､

十

五

歳

の

時

出

て

宮

内

省

に

仕

へ

た

。

歌

が

上

手

だ

つ

た

の

で

皇

后

陛

下

か

ら

歌

子

の

名

を

賜

つ

た

。

其

五

華

族
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女

学

校

の

教

授

と

な

り

、

欧

米

を

視

察

し

、

又

実

践

女

学

校

同

女

子

専

門

学

校

等

、
多

く

の

学

校

を

建

て

、
女

子

教

育

に

力

を

尽

し

、

昭

和

十

一

年

九

月

八

十

一

歳

で

亡

く

な

つ

た

。

か

か

り

火

の

き

え

て

の

の

ち

に

出

に

け

り

月

は

う

か

ひ

を

ま

た

見

さ

る

ら

ん

歌

子

⑧

日

清

戦

争

日

清

戦

争

に

本

県

か

ら

従

軍

し

た

者

は

五

千

五

百

七

十

八

人

で

、

本

村

出

身

者

は

三

十

人

で

あ

る

。

此

の

役

を

忘

れ

ぬ

た

め

手

力

雄

神

社

の
7

前

に

記

念

碑

が

建

て

ら

れ

て

あ

る

。

⑨

日

露

戦

争

日

露

戦

争

に

於

け

る

本

県

の

従

軍

者

は

一

萬

五

千

百

二

十

七

人

、

本

村

出

身

者

は

百

三

十

七

人

で

、

そ

の

中

戦

病

没

者

は

十

六

人

で

あ

る

。

三

十

九

年

三

月

十

八

日

、

我

校

庭

で

之

等

十

六

士

の

合

同

村

葬

が

行

は

れ

た

。

講

堂

前

の

石

碑

は

、

此

の

役

を

記

念

す

る

為

に

建

て

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。

⑩

廣

瀬

中

佐

軍

神

廣

瀬

中

佐

は

、

九

州

大

分

県

の

人

で

あ

る

が

、

十

歳

の

時

父

が

高

山

の

裁

判

所

勤

務

と

な

つ

た

の

で

共

に

移

り

、

同

地

の

小

学

校

へ

三

年

ま

で

通

つ

た

。

後

父

の

転

任

に

伴

な

つ

て

岐

阜

市

美

園

町

に

移

住

、

此

処

で

小

学

校

を

終

え

た

。

中

佐

は

正

し

く

登

校

の

時

刻

を

守

つ

た

の

で

、

町

内

の

人

は

其

の

姿

を

見

て

時

刻

を

知

つ

た

と

云

ふ

こ

と

で

あ

る

。

又

中

佐

は

金

華

山

が

好

き

で

時

々

登

山

し

た

と

云

は

れ

て

ゐ

る

。

⑩

林

紋

平

土

岐

郡

土

岐

村

の

人

で

、

日

露

戦

争

の

時

、

兵

曹

で

三

笠

艦

の
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乗

組

で

あ

つ

た

。

第

一

回

旅

順

閉

塞

隊

員

が

募

集

さ

れ

る

と

、

意

を

決

し

て

血

を

以

て

志

願

書

を

書

き

、

艦

長

に

差

し

出

し

た

。

熱

誠

は

上

官

に

通

じ

、

選

抜

さ

れ

て

天

津

丸

に

乗

組

み

、

務

を

果

し

て

無

事

に

帰

艦

し

た

。

そ

の

沈

着

勇

敢

な

講

堂

は

、

指

揮

官

有

馬

中

将

よ

り

激

賞

さ

れ

た

。

第

二

回

の

閉

塞

隊

に

は

、

新

志

願

者

の

み

を

採

用

す

る

内

規

で

あ

つ

た

が

、

特

に

再

び

許

可

さ

れ

て

千

代

丸

に

乗

込

み

、

其

の

任

務

を

遂

げ

て

亦

無

事

に

帰

艦

し

た

。

忠

勇

な

る

兵

曹

は

、

故

郷

に

残

し

た

老

母

と

病

身

の

弟

に

俸

給

全

部

を

送

つ

て

忠

孝

両

全

、

孝

養

と

友

愛

の

道

を

怠

ら

な

か

つ

た

と

い

ふ

こ

と

が

出

来

る

。

⑪

韓

国

暴

徒

朝

鮮

が

併

合

さ

れ

る

ま

で

に

は

、

時

々

暴

徒

起

つ

た

の

で

、

我

が

國

で

は

屡

々

其

の

鎮

厭

に

つ

と

め

た

。

明

治

四

十

年

か

ら

四

十

一

年

に

か

け

て

六

十

八

聯

隊

が

出

動

し

、

本

村

か

ら

五

人

従

軍

し

た

。

大

正

昭

和

時

代

①

大

正

天

皇

東

宮

時

代

の

行

啓

大

正

天

皇

は

明

治

三

十

一

年

十

一

月

九

日

東

宮

の

御

時

代

に

京

都

行

啓

の

御

帰

路

岐

阜

西

別

院

に

御

一

泊

翌

十
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日

朝

沼

津

に

向

は

せ

ら

れ

た

。

四

十

二

年

九

月

十

五

日

再

び

行

啓

西

別

院

に

御

假

泊

あ

ら

せ

ら

れ

、

翌

十

六

日

に

は

岐

阜

市

及

び

付

近

を

御

巡

視

に

な

り

、

親

し

く

政

治

や

教

育

を

御

下

問

遊

ば

さ

れ

た

。

同

日

歩

兵

六

十

八

連

隊

へ

行

啓

の

折

は

、

本

校

の

職

員

児

童

も

兵

営

前

で

御

迎

送

申

上

げ

た

。

翌

十

七

日

に

は

岐

阜

、

大

垣

の

各

所

へ

行

啓

、

越

え

て

十

八

日

の

朝

福

井

県

へ

御

出

発

遊

ば

さ

れ

た

。

四

十

三

年

参

謀

旅

行

演

習

の

た

め

、

三

度

行

啓

、

西

濃

各

地

を

御

巡

視

、

大

垣

戸

田

伯

爵

邸

に

数

日

御

滞

在

あ

ら

せ

ら

れ

た

。


